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安斑票占病菌の子嚢殻時代

栗林敷衛

c=姻ドヨ

THE ASαOEROUS STAOE OF HELMINTHOSPORIUM SATIVUM 

BY 

KAzUE KuRIBAYASHI 

(With plate II) 

緒雷

婆班勲病々原菌 Helmin必oザoriumsativum P. K. et B.は 19ro年 L.H. 

PAMMEL, c. M. KING, A. L. BAKKE三氏（rs）が北米合衆園アイオヲ州にて大要
民殺生せしもの~就き初めて記載せしもの広して、現今同困の中部及北部θ

諸州民は康〈分布し、大妻、裸妻、小妻、ライ妻、燕萎等の重要禾穀類の外多

数の禾本科植物を侵し、就中小委には根腐（Foot-rot）を惹起し大害を輿ふる

地方砂からさーるを以て、 1920年頃よ b植物病理皐者の注意を惹く蕗巴なれ
LOUISE J. STAKMAN (r6), L. T. DosDALL(9). F. L. STEVENS (17), c. DRECHSLER 
(10), J. J. CHRISTENSEN (J）諸氏の詳細なる研究相腫ぎて現はれたの。本病菌

は合衆閣の外カナダ、アYゼンチン、イギ9ス、ドイツ、スクエーデン、イ

タ Yア、ロシヤ、南アフ 9ヵ、オーストラ Yァ等にも費生すo斯如〈庚〈分

布せるにも拘らず、共接見の比較的近年に属するは DRECHSLER氏の云ふが如

し従来大要綱斑病々原菌 Helmintlw乎oriumteres SAcc. 芭混同されし；場合多

かちし~よるものなるべし。我園に於ては、 1919年津田兼吉氏（6）が圭湾に

於て本病の殺生を記載せるを以て鴨矢ごすべく、西門義一氏（3）は 1925年

岡山鯨下にて大要民普通に稜生しつ》あるを報告せb。北海道広於ては石狩
渡島、北見の諸地方にて標本を採集せh。札幌市町近にでも近年慮々に費生
す。本皐農皐部附属試作園には、毎年大妻、裸妻、小委等広費生多〈、葉、

種子等を侵害する ([C止らず根腐を惹起し、立枯株、萎縮抹等を生珍しめて被

害砂からず。故に榎本鈴雄氏（r)(2）は 1923年以来本病菌に就きて研究主行

ひっ、あり。

[1、悶nsact.Sapporo Nat. Hist. Soc., Vol. X, Pt. 21 1929] 
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本病菌の子嚢殻時代tこ就き CHRISTENSEN氏（7）は共生活史を研究中、種々

の方法を試みしも之れを形成せしむるこさ能はFりしを報告せb。 STEVENS 
氏（17）は、菌の系統によ bて蒸米培養基上広於℃菌核を豊富に形成するもの

あるを遁ぺ？とるも、未t：•完全に成熟せし子嚢殻時代を記載せしものあるを見

ず。然るに著者は本菌につき賓験中、共子嚢殻の成生を認めたるを以て、弦

Wt其時代につきて報告せんとす。

本研究を行ょに嘗hて伊藤敬授の指導に負ふ研多し、詑して以て感謝の

意を表すo

手嚢殻の形成及設育

供試材料は 1927年八月上旬に北海道帝園大皐農皐部附属試作国民於て

採集せし、瑳黙病菌に設しく侵害されし大萎及小委の葉氏して、之れを稲妻

煎汁寒天培養基（乾燥稲藁 1oog.寒天 20g.蒸溜水 IOOOC.C・）を用ひて分離せ

り。第一四分離は八月中旬に行ひ室温中氏静置せし氏、四五日経て被害粗織

上及共周縁の培養基上に費育せし菌線中には、 Helmin必o伊orimnsativum菌の

分生胞子を密生せしのみならず、黒色の菌按様小体を散生せり。此菌核様体

は衣第U亡成長し、約三週間後民至りて、共少数には子嚢胞子略々成熟して、

Ophiobolusじ属する子嚢殻時代を生守0。共後供試材料は乾燥標本芭して貯

識し置き、絶え今、同一方法を用ひて其分離を行ぴたり。九月下旬よ b翌年五

月上旬に至る迄の聞は外気低温にて、室温中氏ては分離材料より本病菌の費

育を見ぎるによ b掻氏 25度乃至 28度の定温器中にて培養せし氏、子嚢殻の
形成及費育は常に頁好な 0しも、其内容の成熟するもの殆んざなく、説れも

菌核肢態にて終るを見たり。然るに五月中旬以降は外気温暖に向ひしを以て、

分離後室温中氏静置せし(fr.菌はよく鞍育し、常に容易氏子嚢殻を形成し、約

四五週間を経れば、共大部分は内容成熟し、完全なる子嚢胞子を生壱0。本

病菌は被害組械を混室中氏配列するも子嚢殻を形成せず、又野外tこ於て寄主

体上院形成せしものは未t：•之れを認めぎるな 0 。

手嚢殻時代の形態

子嚢殻は杢形アラスコ肢をなす。殻壁は黒褐色茨質にて、敷居の細胞よ

b擬柔組織をなすO 表面は粗雑なる網肢紋を呈し、初期には共表面より菌織

を密生し、後捨子梗{t'生ずるも、成熟期に至れば大概ね萎凋す。成熟せる子

嚢殻に於て往々頭部の下方に未熟携子梗己認むぺき短き剛毛を疎生ずるもの
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あbo体部は球形叉は擬球形、頚部はよく費遣し、未熟期には描物線形なる

も完熟せば園筒形をなすo

子嚢は多数生じ、国筒形叉は紡緯形にて、其中央よ b少し、〈基部tと偏
して膨大し、頂部は鈍頭、基部は急に細まる。基脚は短〈、多少屈曲す。異

直なるか、殻壁に沿ひて湾曲すO 皮膜は無色にして薄しo

綜肢体は無色にして、長形薄膜の細胞よ bなる。子嚢殻の内容の未熟な

る時期に擬柔組織の中央に生じ、束肢をなして額著に見ゆるも、共聞に黙々

子嚢を生じ、共成熟するに及びでは、擬柔組織さ相混じて、存在不明瞭さな

る場合多し。

子嚢胞子は低度の廓大にては淡撒撹色を呈す。倒鞭股又は綜肢にて雨端

尖り、基部よ b頂部の幾分膨大せるもの多LG 波肢をなして緩わに屈曲し、

子嚢よ b脱出営時は外面無色の腰皮に包まる。皮膜は薄し。隔膜は6乃至 13

個生以吸水して各細胞膨大せば額著に緊経す。子嚢中に I乃至 8個蔵せ

られ、普通 4,6, 8，個等のもの多 Lo左旋して数回螺旋肢に撚捲し、子嚢の

膨大部にて最も密にして規則正しく、雨端＇r;t緩かにして、基部は不規則なり。
子嚢を慶すれば共頂部を破り、廻轄踊躍しっ、念速に脱出す。培養基上k形

成後五十日以上放置せば、過熟に陥りて各細胞は隔膜部よ b切断し、各々濁

立の施子の如くな b終る。
子嚢殻時代の各部の大きさ衣の如し。

子嚢殻体部

子嚢殻頭部

子嚢

子嚢胞子

高さ 340-47011 

90-150 

長さ Iro-220 

160ー360

幅 370-530/1

80-l JO 

32-45 

6-9 

子嚢殻時代三分生胞子時代~の関係

子嚢胞子は蒸潟水中にて揺氏25度の時に三時間後に費芽せh。費芽管は
各細胞よ h一本宛稀に二本を生じ、中間細胞は側面に向ひ、雨端細胞よ hは
頂生す。無色にて多少波状民屈曲しつ冶伸長し、後隔膜及分岐を生ず。子嚢

胞子の車一胞子培養を行ふごきは、各程の培養基上lfCて常によ＜ Helmi1励。『

ザorz・um 属の分生胞子を形成し、稀に菌核肢の未熟子嚢殻を生守b。稲藁煎

汁寒天培養基上に形成せし分生施子は黒褐色を呈し、皮膜は厚〈、紡緯形、

ffl!t昆棒形、長橋固形、卵形等をなし、屡々先端叉肢に分岐せる崎形を生ず。
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隔膜は3乃至9個、普通 5乃至 7個のもの最も多く、長さ 38乃至90μ幅 15

乃至25μ あり、皮膜は脆弱なればカバーグラス上よ b座せば容易に破壊す。
蒸溜水中揖氏25度にて一時間後に接芽し始め、畿芽管は常に一端又は雨端細

胞よ 0極生す。この分生胞子の形態、費芽法及培養上の性質は、 Helmintho・
乎oriumsativun宮 P.K. et B.菌ι全〈一致す。
次に此分生胞子を大妻、裸妻、ライ妻、燕2喜一稲、粟、玉萄黍、黍、稗

等の葉に接種せしに、説れも病斑の形成を認めしも、特に大妻、裸萎及’！、妻

lこは濃褐色、紡繕形又は構固形の病斑を密生し、天然に費生せし萎瑳黙病の

病肢ご一致するを認めらる。今接種試験の結果を示せば衣表の如L() 

大妻

裸妻

小委

ライ萎

燕婆

稲

粟

玉萄黍

黍

稗

供試植物 品種名 議病程度
Hord.印符zsati：加悦恒三τ1句、 二角ジユバヲー 十十十＋

Hor.伽 nsativum (Naked ba巾y) 丸寅九競 十＋十十

Tγiticum匂u!g.αγε 札幌春播小委 ＋＋＋ 

Secαle cereαle 秋 播種 ＋ 

A旬開αsativa ピグト 9イー蝶 ＋＋ 

Oryza sativa 赤 毛 ＋ 

Setaria it.αlie a 奉 天 ＋ 

Zea切zays 官ソグフエ『2ヲ ＋ 

Panicum miliaceum 中生白 ＋＋ 

Panicum Crus-gali var.frumentaceum 在来種（水田栽培） ＋ 

東区探－~普及小妻の種子区分生胞子を接種して播積せしに、雅苗Uと於ける

子葉鞘の土際部氏濃褐色の病斑を生じ、根腐の病肢を呈するものを生守りo

分類上の考察

Helminthosporium菌の子嚢殻時代として従来記載されし菌にはPleospora

或は Pyrenophora属ご Ophiobolus属とあり。前二属の子嚢胞子は、橋固形に

して縦横に隔膜を生じて俵形をなし、後の属にては総状を呈し、多数の隔嘆

を有し、子嚢中にありて螺旋肢に撚捲す。 DRECHSLER(I I）西門（4）氏等の己

ι唱へたる如く、此雨者は分生胞子の形態及稜芽法に於ても明かに異なる慮
ありo即ち Pleospora或は Pyrenophora菌に屈するもの、分生胞子は、国筒

形にして雨端園〈、設芽管を各細胞より生ずるも、 Ophiobolus菌に属するも

の冶分生胞子は、紡種形、伊j根棒形、長楕固形等をなし、一方氏湾曲するも
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の多〈、費芽管を雨端細胞のみよ b生ずる性質あり。

委煩に寄生ずる Helminthosporium菌中、其子嚢殻時代の院に記載されし

ものは、大委燥斑病菌 H.gramineum RABENH.及大萎網瑳病菌 H teres SAcc. 

の雨菌な ho H.gra仰 ・neumRABENH.の子嚢殻時代に劃して、 DIEDICKE氏（8）は
Pleospora graminea DIEDICKEさ命名L、NOACK氏（14）は P.triclwstoma WINT. 
菌を之れに宛て？と0。H.たresSACC.菌の子嚢殻時代ごして、 DRECHSLER(10) 
西門（5）氏等は Pyrenop.んorateres (Omo.) DRECHSLER菌なるを確めt-cI;。然
して本病菌は共子嚢殻時代の形態及分生胞子の形態並に殺芽法より見て、：正

!Ir. Ophiobolus属に隷入すべきものなるこど明かにして、以上雨菌さは全く

別府績なるこさ勿論なり。

禾本科植物に寄生する Helminthosporium菌中、 Ophiobolus属の子嚢殻

時代を有するこごを費見せられしは、玉樹黍斑黙病菌 0 んeterostropltus

DRECHSLER (I I）稲胡麻葉枯病菌 0./J!fiyabeanus ITO et KuRIBAYASHI (12）及ス

ズメガヤ葉枯病菌 O.Kusanoi NrsHIKADO (13）の三菌にして、落に本病菌を

加へて四穏となれb。此等四菌共に執れも共形態極めてよく類似すれざも、
子嚢穀時代の大きさは衣表に示すが如く、各々異れり。

本病菌 0,heterostrophus発 0.Miyabeanus O. Kusanoi発券

子薬殺体$ 340-470×370 -530μ 400 x 400 -6oop.・ 370-66ox 370-780件300..0350tJ. 

子嚢殻頚部 90-150×80-IIO 15ox 150 100-200×55-IIo 

子 嚢 110-220x 32-45 160-18ox25-28 160-200×25-32 130-170×14ー且8

子嚢）j包子 160 -360×6-g 130-34ox6-7 235-468×6-g 140-170×5 

子褒胞子隔膜数 6・・13 5-9 6-16 6-8 

即ち本病菌は他の三菌に比して子嚢の幅著し（庚き黙に於て異なれb。

又 0.ルterostroplzusDRECHSLER及 O.Kusanoi NrsHIKADO雨菌よ bは子嚢胞

子大にして隔膜数多い o.. &lケabeanusITO et KuRIBAYASHf菌に比して各部分
の大きさ幾分小な b。

ヨたに此四菌は分生胞子の形態に於ても亦、各々異なれる慮あ h。0.んetero-
stro,'1. 

一方に湾曲せるもの多〈、前者は膨大部中央又は少しく頂部に偏在し、雨端

略々？目栴形に漸細せるも、後者は共膨大部常に中央より梢々基部に偏在し、

寧ろ一方に湾曲せる倒視棒形をなすもの多し0•0. K加anoiN1SHJKADO菌は倒

件DRECHSLER氏州西門氏の原記載による。
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根棒形にしτ真直なるもの多〈、他の三菌に比して著しく小形な b。本病菌
は倒視棒形、紡緯形、長橋固形、卵形或は叉肢に分岐せるもの等あ bて形態

の擾化に富み、湾曲せるもの少く、外皮は黒褐色を呈して厚〈、極めて脆弱

なるを特徴ごすo以上子嚢殻及分生胞子雨時代の形態上よ b見て、本病菌は

類似の三菌さは明か民匝別し得るを以て、別種類2認め得ぺし。

既に逮ぺしがま日〈、本病菌は共子嚢胞子の草ー胞子培養より得？とる分生

胞子の形態及該分生施子を寄主植物に劃して接種試験を行ひし結果よ b委瑳
勲病々原菌島.Zmin功。•sporium sativum P. K. et B.の子嚢殻時代ご確認せるを

以て、共事名主 Ophiobolussativus (P. K. et B.) ho et KuRIBAYASHI と命名

せb。

R企SUM立

In the present paper it is intended to report on the ascigerous stage of 

正retmintho.乎oriumsativum P. K. et B. which was produced in an artificial culture, 

In the summer of 1927, the leaves of barley and wheat a佐ctedby H. 

sativum were collected in the experimental farm of our University, and the 

isolation experiments of the fungus were conducted from these leaves on rice-

culm decoction agar. Small blackish sclerotium-like bodies as well as the conidia 

of H. sativum were always formed on all sides of the small pieces of the host 

tissue placed on the media and about four to five weeks later, these sclerotium-

like bodies developed into the perfectly matured perithecia, showing the charact-

ers of the genus Ophiobolus. 

In a single-spore ιulture from the filamentous ascospore in the perithecia, 

the conidial spores identical to H. sativum were produced abundantly on various 

cultural media. Moreover, the successful inoculation by the conidia was ob-

tained on barley and wheat, and the characteristic lesions appeared on the leaves 

and foots of the host plants. 

Since the ascigerous stage of H. sativum seems to have not yet been des-

cribed up to the present, We wish to propose the new name, Ophiobolus sativus 

(P. K. et B.) !To et KuRIBAYASHI for the fungus, and its description is given 

as follows ：一
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Ophiobolus sativus (P. K. et B.) ho ~t KuRlBAYASHI 

Conidial stage : ・ Helmintho.乎oriumsativu?n PAMMEL, KING. et BAKKI;:, Iowa 

Agr. Exp. Sta. Bul. 116, p. 178-190. 1910. 

Ascigerous stage: Perithecia developing on dead host tissue on cultural media, 

国rlyerumpent; wall _black, pseudoparenchymatous; .. bodies globose or sub-

globose, 370-530×340-470μ; ostiolar beaks well developed, subconical or 

cylindrical, 8b to I roμ in width, 90 to 150μ in height. 

Asci m:merous, hyaline, thin-walled, cylindrical or long fusiform, straight 

or curもred,shortly stipitate, with round apex, I Io -220×32-4$,l!, containing 

I to 8, mostly 4 or 8 ascospores. 

Ascospores flagelliform or filiform, light olive green in colour, 160ー360×

6-w1., coiled in a close herix, 6 to r 3 septate. 

The present fungus is easily distinguishable from the hitherto described three 

graminicolous species of Ophiobolus, having Helminthosporium conidia,( Ophiobolus 

heterostr.ザ／zus・DRECHSLER, 0. Aめabeanusho et KuRIBAYASHI and 0. Kusanoi 

N出はADO)by the size of all parts in its ascigerous stage, especially by the 

broader width of its asci as well as by the well known di任erencesin the conidial 

stage. 

~I 用

Botanical Institute, Hokkaido Imperial 

Unive目ity,Sapporo, Japan 
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第二圃版の設明

I 稲苦言煎汁塞天培養基にて分離し、組織上に形成せし Ophiobolussativus (P. K, et B.) !To et 

KUR!BAYASHI 1l置の子嚢殻 170倍

2 同上、成熟せしニ個の子嚢中に子嚢胞子を包蔵せる依強 460倍

3 岡上．成熟せし三個の子議胞子、右方のニ個は蒸溜水中にて携氏25度三時間後に於ける軍基芽献態

460倍

4 子嚢胞子の島幸養によりて得T：る分生胞子を裸奈の棄に接種し、量産病せし病斑部を漉室中lこ置き

て形成せしめたる分生胞子、上方の一個は蒸溜水中lこて揺氏25度三時間後に於ける後芽員長態

460倍


